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海水か らの ヨ ウ素酸化細菌の 単離
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【目的】我々 は これまで
、 生物地球化学的なヨ ウ素サイ クル を解明するこ とを目的と して 、

ヨ ウ化物イオ ン （1
−
）を揮発性有機 ヨ ウ素で あるヨ ウ化メチル （CH，

1）に変換する環境微生

物につ い て研 究をお こ なっ て きた 。 また最近 、
ヨ ウ化物イオン を分子状 ヨ ウ素 （12）へ 酸化

する細菌 （ヨ ウ素酸化細菌）を新たに単離 し、 昨年度の 本大会で も報告した。
ヨ ウ素酸化細

菌は ヨ ウ素レ ベ ル の 著しく高い環魔で ある天然ガス 鹹水 （かんすい ）には高頻度に分布して

い たが 、 海水や土壌サン プル か らはそ の 存在を確認で きなか っ た 。 今回、 海水に ヨ ウ化物イ

オ ン を加 えて集積培養するこ とに よ り、
ヨ ウ素酸化細菌が高い頻度で分離され るこ とが わか

っ たの で 報告する 。 またヨ ウ素酸化細菌の 生成する揮発性有機ヨ ウ素に つ い て もあわせ て報

告する。

【方法】各地か ら採取 した海水に 、 通常の海水の 約 2000倍にあたる 1 副 の ヨ ウ化物イ オン

を ヨ ウ化カ リウム （KI） として 添加 し 、 振蘯または静置培養に供 した。
ヨ ウ素酸化細菌の 検

出お よび計数には 、 KI とデ ン プン を含む Marine　Agar　2216 （Difco）を使用 し、 分子状 ヨ ウ

棄の 生成を示す紫色を呈 した コ ロ ニ
ーを ヨ ウ素酸化細菌 とした 。 揮発 した ヨ ウ素の 定量 には

トレー
サ実験法を用い た 。 有機ヨ ウ素の 同定は   磁 S にて お こなっ た 。

【結果お よび考察】KI を添加 しない海水 （15 種類）におい て は、培養の有無に関わ らず ヨ

ウ素酸化細菌を検出する こ とはできなか っ た。 これに対 し、 これ らの 海水に KI を添加して

集積培養 したとこ ろ、8 種類の海水におい て 、 1 週間か ら 4 ヶ 月後に ヨ ウ素酸化細菌が検出

された 。 その 細胞数は IO4〜 105　cells ／nd で あっ た 。 16S　r   配列よ り、 これ らの ヨ ウ素酸

化細菌は 、 先に天然ガス 鹹水か ら単離 された もの と系統的に極めて 近縁で あ るこ とがわか っ

た 。 トレーサ実験の 結果 、 海水に ヨ ウ化物イオン を添加して培養する と、 無機の 分子状 ヨ ウ

素の み ならず有機 ヨ ウ素も顕著に揮発するこ とがわか っ た。 培養 2 ヶ月後におい て は 、 添加

した ヨ ウ化物イオ ン の 約 8％が無機または有機ヨ ウ素として揮発 してい た。 GC−MS分析よ り、

ヨ ウ素酸化細菌は ヨ ウ化物イオ ン存在下でジヨ ー ドメ タン （CEIzl2）を生成す るこ とがわ か

っ たため、海水か ら揮発する有機 ヨ ウ素 もジ ヨ
ー

ドメ タン と推察され る 。 現在、ヨ ウ素酸化

細菌の 生育に与える ヨ ウ化物イオン の添加効果につ い て検討を進 めてい る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 天知誠吾 （amachi ＠faculty．　chiba −
u ．　jp）
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